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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、海洋リテラシーに関する海辺の体験教育にかかわる指導者を対象とした調査か
ら、日本における海洋リテラシーを構成する指標を明らかにした。さらに海洋リテラシーを評
価するために 36 項目から構成される調査用紙を開発した。 
開発した海洋リテラシー調査票を用いて、海辺の体験活動への参加者を対象として、当該事

業の前後に質問紙調査を実施した。また、海洋リテラシー調査票の子ども版を作成し、それを
用いた調査活動を実施した。 

研究成果の一部はホームページ上（URL http://www.chiashi.jp）にて公開している。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this research, the index comprising ocean literacy in Japan was clarified from the 

investigation for a fishery teacher and the experience activity leader of the beach. 
Furthermore, in order to evaluate ocean literacy, the survey form which consists of 36 
items was developed.  

Question paper investigation was conducted before and after the program concerned for 
the participant in the experience activities of the beach using the developed 
questionnaire (Ocean Literacy Questionnaire). Moreover, it was made to develop from this 
research, and we created the child version of the ocean literacy questionnaire, and 
carried out the investigation using it.  

A part of result of research is exhibited on a homepage (URL http://www.chiashi.jp). 
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１．研究開始当初の背景 

日本は四方を海に囲まれ、その恵みを享受し

利用することで発展を遂げてきた海洋国家であ

りながら、一般市民の海に関する知識や関心は

決して高いとは言えない状況にある。このよう

な背景のなか、平成19年 7月 20日には「海洋

基本法」が施行され、「海洋に関する国民の理解

の増進」がうたわれている。「海洋に関する理解」

は“海洋リテラシー”という言葉で置き換えが

できよう。「海洋リテラシーとは海洋を総合的に

理解する能力のことである。」と定義されている。 

海洋に関する国民の理解の増進を図るための

方法として、海洋基本計画の推進等行政からの

アプローチ、映像・音楽・展示など広く伝達可

能なものから書籍・イベント・セミナー・シン

ポジウムの開催、教育現場での理論的な教育や

直接的な体験を通じた学習等があげられる。 

このような水辺の体験活動に関する評価につ

いての研究は青木ら（2005）、花立ら(2008）に

よるウォーターワイズ（Water Wise）プログラ

ムに関する研究成果、千足ら（2003）は水辺活

動の教育効果について、水辺活動の指導者を対

象とした調査を実施し、活動を通じて得られた

効果や日常生活に生かせる効果についてまとめ

ている。 

アメリカでは海洋科学教育に力が注がれ、

Craig Strangは海洋科学研究の成果を探求型学

習理論（Inquiry Based Learning Theory）をも

とに、海洋科学教育プログラム（MARE: Marine 

Activity, Resource and Education）を開発し、

全米各地で展開している。また、佐々木(2008)

はアメリカと日本の指導者の意識についての比

較研究を実施した上で、科学的視点で海をとら

えるための知識を含めた水圏環境リテラシーを

構築する必要性に言及している。 

これらの背景および先行研究の検討から、海

洋リテラシーあるいは水圏環境リテラシーを構

成する要素を抽出すること、及びリテラシーを

評価するための調査用紙の開発が急務であり、

それを用いた調査が必要であると考えた。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は「海洋基本法」にうたわれて

いる「海洋に関する国民の理解の増進」に関す

る評価を行うための基礎を探求することである。 

研究期間は平成 21 年度から平成 23 年度の 3

年間である。平成21年度には、(1)海洋教育の

プログラム調査および有識者への調査（日本国

内，欧米）を実施した後、海洋リテラシー評価

尺度に関する調査用紙を開発する。平成22年度

には、(2)「海洋リテラシー評価尺度」を用いた

本調査を通年（4 月～翌年 3 月）にわたって実

施し、(3)分析した結果は23年度に国際学会お

よび国内学会にて発表し，報告書の発行および

ホームページの作成といった形で成果を公表す

る。この海洋リテラシーを構成する要素を抽出

すること、及びリテラシーを評価するための調

査用紙の開発し、それを用いた調査研究を実施

することを具体的な達成目標とした。 

 

３．研究の方法 

 本研究は日本における海洋リテラシーを明ら

かにすることを目的とした海洋教育に関する基

礎的な研究である。そのために海洋リテラシー

の評価方法について検討するための調査用紙を

開発するとともに、海辺の体験活動による海洋

リテラシーの獲得についての横断的な調査を実

施する。 

(1)海洋教育のプログラム調査及び海洋リテラ

シー評価尺度に関する調査用紙の開発 

①海洋リテラシーに関する有識者への調査： 

国内外の海洋に関する職業人、海洋での体験活

動の著名人等を対象として、海洋リテラシーに

ついての聞き取り調査および質問紙調査を実施

する。 

②海洋リテラシー評価尺度に関する調査用紙の

開発：海洋教育を実施している大学、高校、中

学、小学校、青少年教育施設、NPO 法人等にお

ける指導者を対象に、海洋リテラシーに関する

質問紙調査を実施し、その結果をもとに「海洋

リテラシー評価尺度」を作成する。 

(2)「海洋リテラシー評価尺度」を用いた調査 

海洋リテラシー評価尺度を用いた質問紙調査

を海洋教育プログラムへの参加者を対象として

実施する。 

(3)「海洋リテラシー評価尺度」を用いた調査の

分析と成果の公表 

 平成22年度に収集したデータを分析したの



ち、成果の公表（国際学会および国内学会，報

告書の発行，ホームページの作成）を行う。 

 

４．研究成果 

本研究では、水産教員および海辺の体験活動

指導者を対象とした2つの調査結果をもとに、

平成22年度には、海洋リテラシーに関する海辺

の体験教育にかかわる指導者を対象とした調査

から、日本における海洋リテラシーを構成する

指標を明らかにした（図1参照，研究論文は23

年度に受理された）。 

37. Can explain knowledge of the ocean to other people

14. Can explain the influence people have on the ocean
30. Can explain the problems of ocean trash
27. Can explain the ocean's cleaning process
28. Can explain ocean environmental problems
29. Can explain the connection between the ocean and forest

95. Has phy sical knowledge of the ocean
38. Can explain the importance of the shallow ocean
39. Can explain the importance of natural coast

70. Has had experience taking ocean observations

24. Can explain rules and manners in ocean activities
20. Can explain water accidents (drowning, flooding, etc.)
90. Can explain fishing industry

26. Can explain fish (ty pes and names)

88. Has had the experience of observation activities at the ocean

40. Can explain the importance of the ocean

23. Aware of the risks of ocean activities
1. Can explain the size of the ocean

36. Can explain education concerning the ocean

8. Can explain the circulation of water on earth

92. Can explain fish-eating culture
19. Can explain ocean disasters (shipwreck, sinking, etc.)

7. Can explain the ocean's living organisms (ty pes, numbers, etc.)
10. Can explain ocean ecosy stems
32. Can explain ocean plants and seaweed
33. Can explain objects that drift ashore

18. Can explain international problems of the ocean
22. Can explain the history  of the ocean

13. Can explain mineral and energy  resources taken from the bottom of the ocean
15. Can explain ocean studies
16. Can explain numerical modeling for understanding ocean phenomena
42. Aware of the influence the ocean has on people
43. Aware of the influence daily  life has on the ocean

4. Can explain tidal currents

12. Can explain the distribution of life in the ocean

1. Can explain the size of the ocean
84. Can explain waves
87. Can explain responsibility  for accidents at the ocean

59. When active at the ocean, able to be active in way s suited to ocean conditions and weather
60. When active at the ocean, able to select appropriate clothing
58. Able to be active in way s suited to the natural environment of the ocean
53. Has had the experience of play ing sports at the ocean

79. The ocean helps people relax

81. The ocean is full of wonders

47. It is necessary  to have a balance between ocean development/use and protection
46. It is necessary  to protect the ocean environment

54. Able to be active safely  at the ocean
55. Can angle or catch fish

41. People should be concerned with the ocean

89. Has had the experience of angling or gathering at the ocean
56. Can dress or cook fish
44. There is a need to maintain and manage fisheries resources
50. Believes that though the ocean is vast, it has limits

49. It is necessary  to have an interest in the ocean

97. Appreciates the blessings of the ocean

45. The ocean is indispensable to human life
48. The ocean is important as the foundation for our eating habits
77. Believes that the ocean is still an unknown world
78. The ocean is beautiful

96. Believes people are part of nature

Ability to explain
ocean phenomena

and dangers

Ability to explain
resources and

social  background

Knowledge  and
skills relating to

boats

64. Can respond to emergencies at the ocean, such as accident or injury

80. Likes the ocean
69. Has had the experience of riding a boat

O cean awareness

63. Has had many  experiences at the ocean

71. Has sailing skills
2. Can explain the great ocean convey or and ocean currents
5. Can explain the relationship between the ocean and weather

51. Can enjoy ing being at the ocean

82. Has fear and respect for the ocean
52. Has had the experience of viewing the land from the sea

35. Can explain ocean industry
34. Can explain scholarship concerning the ocean
11. Can explain ocean microorganisms

68. Can do rowing or paddling (rowboat, canoe, cutter, etc.) on the ocean
72. Has had experience of handling a boat
83. Can do rope work as necessary

86. Can explain dangerous creatures that inhabit the ocean
85. Can explain rip currents

6. Can explain sea breezes and land breezes

17. Can explain the ocean and national defense

Fig. 1: Clusters of indicators comprising ocean literacy
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図 1.海洋リテラシーを構成する要素 

さらに海洋リテラシーを評価するために 36

項目から構成される調査用紙を開発した（図 2

参照，国際学会発表論文集に掲載済み: 2011 

International Conference of Sports, Leisure 

and Hospitality Management）。 
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12. 海は大切であると思う

18. 海洋環境問題について説明できる

19. 海の自然環境に合わせて活動できる

20. 海の開発・利用と保全のバランスを保つ必要がある

21. 海に対する思いやりを持つ必要がある

22. 海で多くの経験がある

23. 船（構造や種類，特徴など）に関して説明できる

34. 海洋調査について説明できる

35. 海の活動におけるルールやマナーについて説明できる

24. 潮汐について説明できる

25. 海底から得ている鉱物・エネルギー資源について説明できる

26. 海の大切さについて説明できる

27. 浅い海の重要性について説明できる

28. 海で安全に活動することができる

29. 海は人間が生きていく上で必要不可欠である

11. 海洋環境を保全する必要がある

36. 自然海岸の重要性について説明できる

海洋リテラシー調査プロジェクト

30. 海は文化遺産として重要である

31. 海での事故や怪我などの緊急の際に対応ができる

32. 航海技術がある

33. 潮流について説明できる

13. 海の変化に敏感である

14. 必要に応じたロープワーク（結び）ができる

15. 海と気候の関係について説明できる

16. 海の微生物について説明できる

17. 日常生活が海洋に与える影響について認識している

6.  海洋大循環、海流について説明できる

7.  海の歴史について説明できる

8.  海が人に与える影響について認識している

9.  海の浄化作用について説明できる

10. 海で活動する際に、適切な服装を選択できる

（例）海が好きである

1.  海で活動する際に、海況や天候に合わせた活動ができる

2.  海に対する興味を持つ必要がある

3.  海はくつろぎを与えてくれる

4.  天候の変化を予測することができる

5.  操船体験がある
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図 2.海洋リテラシー調査票 

 

開発した調査票（海洋リテラシー調査票）を

用いた調査を実施した。本調査の一部は国際学

会にて発表済みである（遠泳を含む海洋実習が

参加者の海洋リテラシーに及ぼす効果，大会優

秀論文賞受賞：2012 International Conference 

of Sports, Leisure and Hospitality 

Management）。海洋リテラシー調査票を用いて

事業の前後での参加者の海洋リテラシーについ

て比較・検討した結果、プログラム前後での海

洋リテラシーの向上が確認され、その変容につ

いてはプログラムにより異なることが示唆され

ている（表1.参照）。また、本研究から発展さ

せて本研究者らは、海洋リテラシー調査票の子

ども版を作成し、それを用いた調査活動を実施

した（蓬郷・千足・島浦：海洋教育プログラム

が 参 加 者 に 及 ぼ す 教 育 的 効 果 ： 2012 

International Conference of Sports, Leisure 

and Hospitality Management）。 

 

表 1.T 大学における実習前後での海洋リテラシ

ーの変化 

 

 

 

 

 



 

NO． 下位尺度 実習前 実習後 ｔ値 ｐ

1  海での活動能力 14.84±3.83 16.21±3.43 2.52 *

2  海の必要性についての理解 20.16±2.89 19.20±3.81 1.88 ns

3  海に対する感情 20.19±2.91 19.21±3.62 1.98 *

4  海での活動経験 12.47±3.97 14.70±3.62 3.90 ***

5  船に関わる知識と技術 9.33±4.04 10.52±4.15 1.94 ns

6  海での現象と危険性について説明する力 10.48±3.95 11.93±4.11 2.40 *

7  資源と社会背景について説明する力 9.67±3.65 10.92±4.18 2.12 *

8  海との関係について説明する力 13.26±3.95 14.57±3.99 2.21 *

9  環境と生態系について説明する力 12.06±3.40 13.13±4.17 1.76 ns

（n=89）

　　　　　ns：non significant, * p＜0.05, ** p＜0.01, *** p＜0.001 

 

 今後は、本研究で開発した「海洋リテラシー

調査票」を用いた研究がさらに積み重ねられる

ことにより、海洋リテラシーの獲得に影響する

要素を明らかにする必要がある。また、小学生

にも適用できる調査票の開発や、年齢や経験の

差による海洋リテラシーの獲得、海外との比較

研究等をすすめていく必要があろう。 
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